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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本株スタイル・ミックス・ファンド 

 

 
 

第45期（決算日：2022年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株スタイル・ミックス・ファ

ンド」は、去る６月10日に第45期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運 用 方 針 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークと
し、中長期的に同指数を上回る投資成果をめざ

して運用を行います。投資スタイル毎の組入比
率は定量・定性分析をベースに決定することを
基本とします。株式の実質組入比率は、原則とし

て高位を維持します。 

主要運用対象 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

日本株バリュー・ファンド・マザー

ファンド受益証券、日本株グロー
ス・ファンド・マザーファンド受益
証券および日本・小型株・ファンド・

マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、当ファ
ンドで直接投資することがあります。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし

ます。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設
けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、分
配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
委託会社が決定します。ただし、分配対象収益が

少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

41期(2020年６月10日) 10,095 0 △ 4.0 1,624.71 △ 5.6 93.6 － 859 

42期(2020年12月10日) 10,792 800 14.8 1,776.21 9.3 98.6 － 899 

43期(2021年６月10日) 11,428 800 13.3 1,956.73 10.2 97.7 － 977 

44期(2021年12月10日) 11,614 150 2.9 1,975.48 1.0 97.5 － 1,029 

45期(2022年６月10日) 11,303 0 △ 2.7 1,943.09 △ 1.6 97.0 － 997 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマー

クで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株

式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な

どＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
       

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年12月10日 11,614 － 1,975.48 － 97.5 － 

12月末 11,703 0.8 1,992.33 0.9 97.2 － 

2022年１月末 10,977 △5.5 1,895.93 △4.0 98.0 － 

２月末 10,842 △6.6 1,886.93 △4.5 97.7 － 

３月末 11,451 △1.4 1,946.40 △1.5 96.8 － 

４月末 11,056 △4.8 1,899.62 △3.8 96.7 － 

５月末 11,180 △3.7 1,912.67 △3.2 96.8 － 

(期  末)       

2022年６月10日 11,303 △2.7 1,943.09 △1.6 97.0 － 
 

（注）騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

運用経過
第45期：2021年12月11日～2022年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 5 期 首 11,614円
第 4 5 期 末 11,303円
既払分配金 0円
騰 落 率 －2.7％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

バリュースタイル優位の展開となり、日本株バリュー・ファン
ド・マザーファンド受益証券（以下、バリューマザー）が上昇し
たことが基準価額の一時的な上昇要因となりました。

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ2.7％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－1.6％）を1.1％
下回りました。

ベンチマークとの差異

上昇要因

米国の金融引き締め懸念などから国内株式市況全体が下落したこ
と、日本株グロース・ファンド・マザーファンド受益証券（以
下、グロースマザー）、日本・小型株・ファンド・マザーファン
ド受益証券（以下、小型株マザー）が下落したことが基準価額の
下落要因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
日本株グロース・ファンド・マザーファンド －12.7％ 42.7％
日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 10.9％ 42.5％
日本・小型株・ファンド・マザーファンド －14.1％ 14.5％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

第45期：2021年12月11日～2022年６月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2022年３月上旬にかけては、新
型コロナウイルスのワクチン接種普及な
どによる経済正常化への期待などから一
時的に上昇する局面もありましたが、新
型コロナウイルスの変異株であるオミク
ロン株の拡大、米国の金融引き締め懸念、

ウクライナ情勢を巡る警戒感など様々な
不透明要因から、国内株式市況は下落基
調で推移しました。
３月中旬から期末にかけては、ウクライ
ナ情勢への警戒感がやや後退したことや、
外国為替市況で円安・米ドル高が進み投
資家心理が改善したことなどから、国内
株式市況は上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当ファンドは、期を通じて３つのマザー
ファンドの合計組入比率を高位で維持し
ました。
スタイル（バリュー、グロース）の投資
配分は、期首からは堅調な商品市況によ
るインフレ期待などもあって金利上昇が
継続すると考え、バリューをオーバー
ウェイトとしていました。2022年１月下
旬以降は、バリュー指数に対するグロー
ス指数の下落が大きかったことから、グ
ロース指数の巻き戻しリスクに備え、バ
リューのオーバーウェイト比率を引き下
げる決定をしました。当面は米国の金融

引き締めなどによる金利への影響などが
見通しづらいことから、スタイルで優劣
がつかない展開を想定し、期末では中立
としています。
サイズは期首からはバリュエーション面
で割安感が強まった大型株優位の展開を
想定し大型をオーバーウェイトとしてい
ました。１月下旬以降は、小型株の調整
が進んだことから、大型のオーバーウェ
イト比率を引き下げる決定をしました。
当面は供給網の目詰まりなどによる業績
への影響が見通しづらいことから、サイ
ズで優劣のつかない展開を想定し、期末
では中立としています。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

（ご参考）

■組入比率の推移 （月末ベース）
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日本株グロース・ファンド・マザーファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
コールその他資産 株式実質

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
個別銘柄の選別においては、収益の成長
力が市場平均と比べて高いと判断される
銘柄の中から、主力事業で優位性を持ち、
ニュービジネスに対する取り組み姿勢等
に勝る銘柄を厳選し投資を行いました。
成長シナリオの変化、定性評価の修正、
新規投資銘柄候補との相対比較等を勘案
し、組入銘柄の入れ替えを適宜行いまし
た。
組入銘柄数は概ね50～56銘柄程度で推移

させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入れ替えを行いました。
社会的なデジタルトランスフォーメン
ション需要の高まりによりデジタル領域
の事業成長が期待される「日立製作所」
などを新規に組み入れました。一方、ス
マートフォン向け電子部品の需要悪化に
よる業績成長の鈍化を懸念した「村田製
作所」などを全株売却しました。
期首・期末時点の比較では４銘柄を新規
に買い付け、８銘柄を全株売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
主として大型・中型株式の中から、企業
の資産価値や収益力などから判断して、
株価が割安に放置されていると思われる
銘柄に厳選して投資することにより、値
上がり益の獲得をめざしました。また、
組入銘柄・組入比率は、保有している不
動産等の含み損益を考慮した独自の修正
株価純資産倍率（ＰＢＲ）を基にセク
ター内比較等を行い、その上で、経営陣
が保有資産の価値を最大化しようとして
いるかや同一業種内における企業の優位
性などの定性面の評価などを総合的に考
慮して決定しました。
組入銘柄数は48～51銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行
いました。当期では、「川崎重工業」や
「野村不動産ホールディングス」など６

銘柄を新規に組み入れました。また、「Ｌ
ＩＸＩＬ」や「Ｚホールディングス」な
ど９銘柄を全株売却しました。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
国内小型株式のうち独自の技術やノウハ
ウを有し、中長期的な成長が見込める企
業などを中心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね84～88銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入れ替えを行いました。
期首期末比ではごみ焼却発電プラントな
どを手掛ける「日立造船」、インターネッ
ト接続の「インターネットイニシアティ
ブ」など11銘柄を新規に組み入れました。
一方、ビジネスデータ提供などを行う
「ユーザベース」、漬物大手の「ピックル
スコーポレーション」など14銘柄を全株
売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－1.6％） 
を1.1％下回りました。

バリューマザーはベンチマークをアウトパフォームし
ましたが、グロースマザー、小型株マザーはそれぞれ
ベンチマークをアンダーパフォームしました。資産配
分効果はスタイルはプラス、サイズはほぼゼロとなり
ました。

  日本株グロース・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： サービス業、卸売業をベンチマークに

対してアンダーウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「コナミホールディングス」、「昭和電工」をベンチマークに対してオーバー

ウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： その他製品をベンチマークに対してアンダーウェイト、電気機器をベンチ

マークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「メルカリ」、「マネーフォワード」をベンチマークに対してオーバーウェイ

トとしていたことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2021/12/10 ～ 2022/６/10
－3.0

－2.0

－1.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 精密機器、鉱業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことが

プラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「三菱重工業」、「ＩＨＩ」をベンチマークに対してオーバーウェイトとして

いたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 金属製品、食料品をベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしていた

ことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「イビデン」、「ソニーグループ」をベンチマークに対してオーバーウェイト

としていたことがマイナスに影響しました。

  日本・小型株・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 鉄鋼をベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしていたことがプラス

に寄与しました。
銘柄選択要因： 「セプテーニ・ホールディングス」、「三井ハイテック」などの株価上昇がプ

ラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： サービス業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイ

ナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「Ｓａｎｓａｎ」、「セルソース」などの株価下落がマイナスに影響しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第45期
2021年12月11日～2022年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,325

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当面の株式市況は、ロシアのウクライナ
侵攻による地政学的リスクの高まりなど
から不安定な展開が継続すると想定して
います。ロシア・ウクライナ問題は長期
化しつつあり、資源価格の上昇に伴う実
質所得の目減り、資産価格下落による逆
資産効果、供給網の目詰まりなどにより
世界経済の下押し圧力となることが懸念
され、今後の動向を引き続き注視します。
その一方で、国内の新型コロナウイルス
新規感染者数は行動制限解除後も低位で
推移しており、水際対策緩和もあって、
訪日外国人旅行客の増加による経済への
好影響も期待されつつあります。今後の
米国での着実な利上げ実行により政策不
透明感が徐々に払拭されていくことや、
国内の大規模経済対策の実行により経済
回復ペースは加速するとの想定に変更は
ないものの、米国の金融引き締めなどに
よる金利への影響が見通しづらいことか
ら、スタイルで優劣つかない展開を想定
します。また、供給網の目詰まりなどに
よる業績への影響が見通しづらいことか
ら、サイズで優劣つかない展開を想定し
ます。投資スタイルは、過去においてス
タイル・サイズともに循環しており、
徐々にグロースの割安感が生じつつある
と考えています。各国の株式、債券、為
替市場の今後の展開やＰＢＲ面から回復

が進みつつある素材セクター（鉄鋼や鉱
業など）などの株価動向を見極めつつ、
機動的な投資判断を行う方針です。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
マネジメント力、バリュエーション、中
長期的な成長や収益力改善のためにどの
ような施策に取り組んでいるのかなどを
精査し、強い競争力があり、中長期的な
成長期待が持てる企業を中心に銘柄選別
を行っていく方針です。
当面の株式市況は、世界的なインフレや
中国での新型コロナウイルス感染拡大対
応に伴う経済活動の制限や再開、ロシ
ア・ウクライナ情勢やサプライチェーン
問題など、外部環境は依然として不透明
な状況が継続しており注視が必要だと認
識している一方で、米国の金融政策の方
向性などが次第に織り込まれるにつれて
企業業績などのファンダメンタルズに焦
点が当たる展開を想定しています。
こうした局面においては本来の企業価値
から大きく乖離したと思われる株価形成
がなされることが多く、徹底したリサー
チにより大きな超過収益をもたらす企業
を発掘する有望な機会であると捉えてい
ます。持続的な利益成長に対する確実性
が高いと判断される銘柄や、株価指標面
に割安感がある一方で業績の落ち込み懸

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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念が相対的に小さいと判断される銘柄の
双方にシフトすることなどを通じて、パ
フォーマンスの改善に取り組みます。

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
今後も大型・中型株式の中から、企業の
資産価値や収益力などから判断して、株
価が割安に放置されていると思われる銘
柄に厳選して投資することで、中長期的
にベンチマークを上回る投資成果をめざ
して運用を行います。
資源価格の高止まりが続くなか、米国の
インフレ率は引き続き高水準で推移して
おり、米国の利上げや量的引き締めの
ペースについては楽観せずに注視してい
きます。また、国内においてもコスト
アップが顕在化する中、相次ぐ値上げが
国内の消費動向に与える影響について今
後の動向を見極める必要があるとみてい
ます。
こうした変化を見極め、企業の本質的な
価値から判断してより割安と判断できる
個別銘柄を選択していく方針です。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
今後も、主としてわが国の小型株式の中
から、ボトムアップアプローチにより成
長性が高いと判断される銘柄を厳選して
投資することを基本とします。
小型株の業績見通しは行動制限緩和など

新型コロナウイルスの影響からの回復が
継続し、増益見通しの企業がある一方、
製造業を中心に半導体不足や原材料価格
上昇、世界的な自動車の減産影響などか
ら業績が伸びない見通しの企業も多くみ
られ、銘柄間較差の広がりを感じており
ますが、そういった外部要因が長期化し
なければ、概ね堅調な業績推移になるも
のと考えております。また、外部要因な
どに左右されず、独自の成長力で好調な
業績が続く見通しの企業もみられ、独自
の技術や特徴的なサービスを持つ企業が
多数存在する小型株市場は中長期では成
長性の高い魅力ある市場と考えておりま
す。
小型株市場の株価調整が続く中、中長期
の成長が期待されるものの割安に放置さ
れている銘柄が増えているものと考えて
おり、銘柄選別を強化する方針です。ま
た、個別銘柄選別をコアの投資戦略とし
つつ、マーケット全体の方向性やセク
ター動向なども注視していく所存です。
日本の小型株市場はいまだ非効率的で、
投資家に十分に認知されていない成長企
業は多く存在すると考えており、こうし
た成長企業への投資を継続する方針です。
今後も企業との直接取材を積極化するな
ど、個別企業の業績動向に焦点をあてた
基本戦略であるボトムアップアプローチ
を通じて、成長企業への投資機会を積極
的に探り、パフォーマンスの獲得を図る
方針です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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2021年12月11日～2022年６月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 92 0.823 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (43) (0.384) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (43) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 6) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 5  0.045  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 5) (0.045) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 97  0.869  

期中の平均基準価額は、11,126円です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.77％総経費率

1.65％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

○売買及び取引の状況 (2021年12月11日～2022年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 75,544 113,716 5,001 7,624 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 1,805 6,385 47,127 170,106 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 6,207 48,271 415 3,376 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年12月11日～2022年６月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・ 
マザーファンド 

日本株バリュー・ファンド・ 
マザーファンド 

日本・小型株・ファンド・ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,508,078千円 8,574,371千円 4,101,202千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,735,252千円 11,435,923千円 8,282,631千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.51   0.74   0.49   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月11日～2022年６月10日) 

 

＜日本株スタイル・ミックス・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,524 470 13.3 983 77 7.8 

平均保有割合 4.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,608 448 17.2 5,965 1,649 27.6 

平均保有割合 4.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,820 551 19.5 1,280 379 29.6 

平均保有割合 1.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 200 389 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 441千円 
うち利害関係人への支払額（B） 94千円 

（B）／（A） 21.4％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2022年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 219,380 289,923 426,303 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 154,379 109,057 423,710 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 13,021 18,813 144,875 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 426,303 42.4 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 423,710 42.1 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 144,875 14.4 

コール・ローン等、その他 10,597 1.1 

投資信託財産総額 1,005,485 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,005,485,566   

 コール・ローン等 10,515,225   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 426,303,748   

 日本株バリュー・ファンド・マザーファンド(評価額) 423,710,649   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 144,875,127   

 未収入金 80,817   

(B) 負債 8,153,157   

 未払解約金 199   

 未払信託報酬 8,138,901   

 未払利息 8   

 その他未払費用 14,049   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 997,332,409   

 元本 882,358,791   

 次期繰越損益金 114,973,618   

(D) 受益権総口数 882,358,791口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,303円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 886,575,326円 

期中追加設定元本額 10,044,458円 

期中一部解約元本額 14,260,993円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1303円です。 
 

○損益の状況 (2021年12月11日～2022年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        374   

 受取利息 3   

 支払利息 △        377   

(B) 有価証券売買損益 △ 19,256,440   

 売買益 47,917,413   

 売買損 △ 67,173,853   

(C) 信託報酬等 △  8,152,950   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 27,409,764   

(E) 前期繰越損益金 66,966,677   

(F) 追加信託差損益金 75,416,705   

 (配当等相当額) (  222,461,965)  

 (売買損益相当額) (△147,045,260)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 114,973,618   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 114,973,618   

 追加信託差損益金 75,416,705   

 (配当等相当額) (  222,484,165)  

 (売買損益相当額) (△147,067,460)  

 分配準備積立金 70,935,943   

 繰越損益金 △ 31,379,030   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年12月11日～ 
2022年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 3,969,266円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 222,484,165円 

分配準備積立金額 66,966,677円 

当ファンドの分配対象収益額 293,420,108円 

１万口当たり収益分配対象額 3,325円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 



― 18 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   1804_添付ファンド_10pt_921827.indd   18 2022/07/19   11:40:312022/07/19   11:40:31



― 19 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   1904_添付ファンド_10pt_921827.indd   19 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 20 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2004_添付ファンド_10pt_921827.indd   20 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 21 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2104_添付ファンド_10pt_921827.indd   21 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 22 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2204_添付ファンド_10pt_921827.indd   22 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 23 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2304_添付ファンド_10pt_921827.indd   23 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 24 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2404_添付ファンド_10pt_921827.indd   24 2022/07/19   11:40:322022/07/19   11:40:32



― 25 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2504_添付ファンド_10pt_921827.indd   25 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 26 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2604_添付ファンド_10pt_921827.indd   26 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 27 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2704_添付ファンド_10pt_921827.indd   27 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 28 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2804_添付ファンド_10pt_921827.indd   28 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 29 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   2904_添付ファンド_10pt_921827.indd   29 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 30 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3004_添付ファンド_10pt_921827.indd   30 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 31 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3104_添付ファンド_10pt_921827.indd   31 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 32 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3204_添付ファンド_10pt_921827.indd   32 2022/07/19   11:40:332022/07/19   11:40:33



― 33 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3304_添付ファンド_10pt_921827.indd   33 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 34 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3404_添付ファンド_10pt_921827.indd   34 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 35 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3504_添付ファンド_10pt_921827.indd   35 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 36 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3604_添付ファンド_10pt_921827.indd   36 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 37 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3704_添付ファンド_10pt_921827.indd   37 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 38 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3804_添付ファンド_10pt_921827.indd   38 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 39 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   3904_添付ファンド_10pt_921827.indd   39 2022/07/19   11:40:342022/07/19   11:40:34



― 40 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   4004_添付ファンド_10pt_921827.indd   40 2022/07/19   11:40:352022/07/19   11:40:35



― 41 ―

04_添付ファンド_10pt_921827.indd   4104_添付ファンド_10pt_921827.indd   41 2022/07/19   11:40:352022/07/19   11:40:35


